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研究成果の概要（和文）：運動能力の50年間（1969年～2019年）の推移を見ると、走能力は1989年から1999年に
かけて向上したが、その後低下傾向が確認された。跳能力は1979年、1999年に高くなる傾向が示されたが、2000
年以降は低下傾向が認められた。投能力は男児、女児共に1989年以降低下が確認され、特に男児では低下傾向が
顕著であった。定性的運動能力（転がりボール蹴り、テニスボール受け、でんぐり返り等）は成就率の年次的低
下が確認され、その他は1989･99年に成就率低下が示され、その後回復の傾向が見られた。しかし2009年と2019
年を比較すると、ほとんどの項目・年齢で2019年の成就率の低下が確認された。

研究成果の概要（英文）：Examining the movement of the motor ability of preschool children  over the 
50 year period (1969-2019), running ability improved from 1989 to 1999, but showed a downward trend 
thereafter. Jumping ability tended to increase in 1979 and 1999, but showed a downward trend after 
2000. Throwing ability decreased after 1989 for both boys and girls, especially for boys. The 
achievement rate of qualitative  motor ability (Rolling ball kick, tennis ball receiver, forward 
roll, etc.) decreased annually. Although the achievement rate of other items decreased in 1989 or 
1999, there was a tendency to recover thereafter. However, when comparing 2009 and 2019, the 
achievement rate decreased for most items and ages in 2019.

研究分野： 子ども学および保育学関連 / 体育学

キーワード： 幼児　運動能力　体格　あそび（遊び）　身体活動　生活習慣　年代変化　wavelett補間法

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
20世紀後半から21世紀にかけての半世紀（1969年～2019年）にわたる研究を継続することにより、定量的な測定
および質的・定性的な測定の両面から愛知県の幼児における身体発育と運動発達の変容についてとらえることが
できた。さらに家庭へのアンケート調査を継続することで、日常的な身体活動、遊び内容、生活習慣の変化を捉
え、現代におけるいくつかの問題点を把握することができた。
今回得られた膨大なデータについての解析を通して、21世紀の幼児教育・保育の課題を探索するとともに、保護
者の子育て支援に必要な知見を得ていきたい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
幼児を取り巻く環境は、過去 50 年間で大きく変容した。遊びに必要な「時間」「仲間」

「空間」の減少は現在も続いている。「保護者の労働形態の変化」「親の虐待や貧困家庭の増
加」「少子化問題」「社会のデジタル化、ゲーム機や電子機器の普及」さらに、2020 年のコ
ロナ禍（COVID-19）は、幼児の心身の発達に大きな影響が及ぶものとして危惧される。 
 愛知県における幼児の体格・運動能力測定は勝部、原田らによって第１次調査が 1969 年
から開始された。さらに第２次調査が 1979 年に行われ年代変化について報告された。我々
は、先達が実施した測定項目と同一方法で第 3 次（1989 年）、第 4 次（1999 年）、第 5 次
（2009 年）の測定を行った。第 4 次測定から幼児の保護者に対してアンケート調査（生活 
リズムや生活行動、遊び環境、養育態度）を加えた。その結果は日本保育学会、日本発育発
達学会、日本体育学会などにおいて報告した。結果の一部は文部科学省にも伝えられ、それ
が保育・幼児教育政策にも反映されていると思われた。また、子どもの体力や運動能力の低
下現象に気づいた日本学術団体や日本発育発達学会などが、子どもの生活・遊び環境の改善
を目指して提言や取り組みを開始し、いまや「子どもの体力・運動能力発達、運動習慣定着
には幼児期が極めて重要」であることは定説になっている。1969 年に第１次調査を主導し
た勝部 1)は「幼児期は人生 70 年を立派に生き抜く土台をつくる時期」と表現したが、リン
ダグラットン 2)によれば「2007 年に日本で生まれた子どもたちの半数は 107 歳まで生き
る」とされ、まさに「幼児期は人生 100 年を健康に生き抜く土台をつくる時期」と考えら
れる。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究（第 6 次：2019 年調査）は、2009 年第 5 次調査の項目と同一の測定方法、保護者
に対するアンケート調査を行い、得られた貴重な横断的資料から幼児における身体発達の
年代的変化を把握し、保育・教育環境改善に必要な情報を得ることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 
１）対象：体格、運動能力の測定対象地域は、愛知県下の名古屋、三河、尾張地区の保育園で合
計 140 園であった。2019 年の測定対象児は合計で 2,966 名であった。1969 年から 2019 年の測
定対象数は表 1 に示した。 
２）測定項目：体格は身長と体重の 2項目であり、4月の定期健康診断の記録を記入した。 
・定量的運動能力測定項目は、「20m 走」「立ち幅跳び」「テニスボール投げ」「反復横跳び」「けん
けん跳び」「縄跳び」「懸垂」「片足立ち」「ボールつき」「とび越しくぐり」であった。 
・定性的運動能力測定項目は「逆上がり」「テニスボールの的当て」「転がりボール蹴り」「テニ
スボールの両手受け」「でんぐり返り」「開脚とび」であった。 
 また、各園における測定は、保育者が DVD の映像で測定法を確認して行った。 
３）測定時期：2019 年 5 月～6月にかけて測定した。 
４）統計的処理：年代比較は分散分析と多重比較検定法を用いた。 
 
表１．体格、運動能力測定対象児の内訳 

 
４．研究成果 
 
１）体格の年代変化 3) 
男児の体格について、6歳児は 50 年前(1969 年）に比べて身長が 0.67 ㎝、体重が 0.90 ㎏増

大した（図 1-1，図 1-3）3)。女児は、身長が 0.86 ㎝小さくなり、体重は 0.57 ㎏増大した。体
格の年代による比較では 1989 年を境に身長が低下する傾向であった。体重も同様の傾向が認



められた（図 1-2，1-4）。 

図１-１．「身長」の年代変化（男児）     図１-２．「身長」の年代変化（女児） 

図１-３．「体重」の年代変化（男児）     図１-４．「体重」の年代変化（女児） 
 
２）定量的運動能力について 3) 
（定量的運動能力：ストップウォッチやメジャーで計量的に測ることのできる運動能力を指す） 
6 歳児について 50 年前（1969 年）と比較した結果、男児では「反復横跳び」「けんけん跳び」

「縄跳び」「ボールつき」の記録はやや向上を示した。しかし、「20m 走」「立ち幅跳び」「テニス
ボール投げ」「懸垂」「片足立ち」は記録が低下した。女児で記録向上を示した項目は「20m 走」
「立ち幅跳び」「反復横跳び」「縄跳び」「けんけん跳び」「片足立ち」「ボールつき」、低下してい
た項目は「テニスボール投げ」「懸垂」であった。40 年前(1979 年）との比較では、男女児の「け
んけん跳び」のみに記録の向上が示され、それ以外の項目はすべて低下していた。 
6 歳児における 30 年前(1989 年）との比較では、男児の「反復横跳び」「ボールつき」女児の

「立ち幅跳び」「テニスボール投げ」「反復横跳び」「ボールつき」に記録の向上が示された。一
方、「20m 走」「けんけん跳び」「懸垂」「片足立ち」「縄跳び」では男女ともに記録の低下が確認さ
れた。20 年前(1999 年）との比較では、男児の「けんけん跳び」、女児の「片足立ち」にわずか
な記録の向上が示されたが、その他の項目は総じて低下が確認された。 
6 歳児における 10 年前(2009 年）との比較では、男児の「反復横跳び」のみに記録の向上が示

され、それ以外の項目はすべて低下していた。 
これらを総括すると、項目により向上傾向を示すものもあるが（1969 年との比較を除くと）、



2019 年の記録の多くは低下傾向を示し、体力・運動能力の総合的な低下が確認された 
（１）定量的運動能力の年代変化 3) 
①「20m 走」の年代変化 

 
図２-１．「20m 走」の年代変化（男児）    図２-２．「20m 走」の年代変化（女児） 
1969 年～2019 年における「20ｍ走」の年齢別、性別の年代変化を図 2-1、2-2 に示した 
ⅰ 男児は 2009 年～2019 年にかけて全ての年齢において低下傾向が示された。 
ⅱ 女児は 2009 年～2019 年にかけて 3歳児前半から 5歳児前半において低下傾向が示された。 
ⅲ 男児の 3 歳前半において 1969 年と 2019 年の間で有意差が認められた。 
ⅳ 女児の 4 歳後半において 1969 年とその他の年代において有意差が認められた。 
ⅴ 3 歳前半では男女ともに 1999 年～2019 年の 20年間での有意差は認められなかった。 
 
②「立ち幅跳び」の年代変化 
1969 年～2019 年における「立ち幅跳び」の年齢別、性別年代変化を図 2-3、図 2-4 に示し
た。 

 
図２-３．「立ち幅跳び」の年代変化（男児）図２-４．「立ち幅跳び」の年代変化（女児） 

ⅰ 男女児ともに 2009 年～2019 年にかけて全ての年代において低下傾向が示された。 
ⅱ 男女児ともに 1999 年をピークに減少傾向が示された。 
ⅲ 男児は 3 歳前半で 1999 年と 2019 年、2009 年と 2019 年において差が認められた。 
ⅳ 女児は 5 歳前半で全ての年齢において有意差が認められた。  



ⅳ 3 歳前半において男児では 1999 年と 2019 年の間に有意差は認められたが、女児におい 
ては 1999 年～2019 年の間に有意差は認められなかった。 
 
③「テニスボール投げ」の年代変化 
1969 年～2019 年における「テニスボール投げ」の年齢別、性別年代変化を図 2-3、図 2-4
に示した。 

図２-５.「テニスボール投げ」の年代変化（男児） 図２-６．「テニスボール投げ」の年代変化（女児） 
ⅰ 男児は 2009 年から 2019 年にかけて全ての年齢において低下傾向が示された。 
ⅱ 女児は 3 歳前半を除く全ての年齢において低下傾向が示された。 
ⅲ 3 歳後半の男児は 1969 年と 2019 年、1979 年と 2019 年の間に有意差が認められた。 
ⅳ 男女児ともに全ての年齢において 1979 年と 2019 年の間に有意差が認められた。  
ⅴ 男女児とも 3 歳前半において 1999 年～2019 年 20 年間にかけて差は認められなかった 
 
３）定性的運動能力について 3) 
運動能力測定項目のうち「できた」「できない」で評価される定性的運動能力の「できた」比率
（成就率とする）を 2009 年、1999 年、1989 年、1979 年、1969 年のそれぞれの記録と比較した。 
50 年前（1969 年）との比較では「テニスボールの的当て」および「逆上がり」に向上が確認さ
れた。一方、「転がりボール蹴り」「テニスボールの両手受け」「でんぐり返り」「開脚とび」は成
就率が低下していた。 
40 年前(1979 年）との比較では、女児の一部の年齢で成就率の向上があったが、ほとんどの項目
において低下していた。30 年前(1989 年）との比較では、「テニスボールの的当て」「逆上がり」
「開脚とび」では一部成就率の向上が見られたが「転がりボール蹴り」「テニスボールの両手受
け」「でんぐり返り」では低下していた。 
20 年前(1999 年）との比較では、「逆上がり」で広く成就率の向上が見られたが、「テニスボール
の的当て」「転がりボール蹴り」「テニスボールの両手受け」「でんぐり返り」「開脚とび」の成就
率は低下していた。10 年前(2009 年）との比較では、「テニスボールの的当て」「逆上がり」「転
がりボール蹴り」「テニスボールの両手受け」の一部の年齢で成就率の向上が見られたが、ほと
んどの項目は低下していた。 
以上を総括すると、「転がりボール蹴り」「逆上がり」「開脚とび」では過去の記録と比較して

成就率が向上している年齢もあったが、「転がりボール蹴り」「テニスボールの両手受け」「でん
ぐり返り」では総じて成就率は低下していると考えられた。 
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